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佐賀市上下水道局の事業

事業と組織について

１．水道事業

３．工業用水道事業

２．下水道事業

3事業全てに地方公営企業法を適用し、事業運営に
係る経費は料金収入をもって充てる独立採算の原則
に基づき経営を行っている。
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事業と組織について

組 織

佐賀市上下水道局 2

整 備 係

給 排 水 設 備 課 給 排 水 設 備 係

浄 化 槽 係

雨 水 事 業 対 策 室 （併任職員）

定数

定数職員

139

137

人

人

（管理者、併任職員含まず）

浄水施設再構築準備室

下 水 道 工 務 課 管 渠 計 画 係

維 持 係

事 業 推 進 係

改 築 整 備 係

下 水 道 施 設 課 施 設 計 画 係

施 設 維 持 係

管 理 二 係

水 道 工 務 課 管 路 計 画 係

維 持 管 理 係

建 設 係

浄 水 課 配 水 管 理 係

浄 水 施 設 係

水 質 管 理 室

管 理 者 副 局 長 総 務 課 庶 務 防 災 係

企 画 係

職 員 係

財 務 課 財 務 係

契 約 検 査 係

業 務 課 業 務 係

管 理 一 係

官 民 連 携 推 進 室



佐賀市上下水道局
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事業と組織について

佐賀市上下水道ビジョン

１．策定の趣旨

 💧安全でおいしい水道水の供給と

適切な下水の処理を継続

 💧事業を取り巻く厳しい状況に対応

 💧上下水道事業のあるべき「将来像」を設定し

これを実現するための基本方針、施策などを

明らかにする

水需要の減少

施設の老朽化 自然災害の常態化

課題

佐賀市上下水道ビジョンの策定

佐賀市上下水道局 4

上下水道事業の目指すべき姿と、それを実現するための方向性を示し、

今後の事業計画の指針とする



事業と組織について

佐賀市上下水道局

国の方向性
佐賀市の方向性

施策の反映
考え方の整合

第３次佐賀市総合計画

新下水道ビジョン

県の方向性

新水道ビジョン 佐賀県
水道ビジョン

これまでの計画

佐賀市
上下水道ビジョン

佐賀市上下水道局
経営戦略

佐賀市上下水道ビジョン
（佐賀市上下水道局経営戦略）

 💧「第３次佐賀市総合計画」を上位計画とする

 💧国土交通省の「新水道ビジョン」、

「新下水道ビジョン」、 県が策定する

「佐賀県水道ビジョン」などの趣旨も踏まえて策定

 💧「経営戦略」としても位置付け

２．計画の位置付け

5

佐賀市上下水道ビジョン
〔 2025-2032(8年間) 〕

第3次佐賀市総合計画 〔 2025‐2040（16年間） 〕

前期〔4年間〕 後期〔4年間〕

第2次佐賀市
総合計画

佐賀市上下水道
ビジョン

佐賀市上下水道局
経営戦略

R14
(2032)

R10
(2028)

R7
（2025）

前期基本計画 〔2025-2032(8年間)〕 後期基本計画 〔2033-2040(8年間)〕

３．計画の期間



１．水道事業について

佐賀市上下水道局



給水区域

水道事業について

本市の水道事業の給水区域は、市全域
ではなく、緑色で示した区域が本市水道
事業の給水区域である。

（川副地区及び東与賀地区は佐賀東部水道企業
団の給水区域）

水 源
水源は、多岐にわたっており、表流水

である多布施川、嘉瀬川ダム、地下水、
更には佐賀東部水道企業団、佐賀西部
広域水道企業団からの受水を水源とし
ている。

三瀬地区

富士地区

佐賀地区

＜佐賀市管内図＞

佐賀市
上下水道局

諸富地区

大和地区

東与賀地区

川副地区

佐賀市上下水道局

佐賀東部水道企業団
（川副地区、東与賀地区）

久保田地区

6佐賀市上下水道局



普及状況

水道事業について

行政区域内人口 224,390人

給水区域内人口 198,481人

給水人口 193,141人

給水普及率 97.3 %

給水戸数 100, 457戸

（令和７年度決算値）

三瀬地区

富士地区

佐賀地区

＜佐賀市管内図＞

佐賀市
上下水道局

諸富地区

大和地区

東与賀地区

川副地区

佐賀市上下水道局

佐賀東部水道企業団
（川副地区、東与賀地区）

久保田地区
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施 設
水道事業について

（令和７年度決算値）

（神野浄水場） （金立高所配水池）

＜佐賀市管内図＞

水 源
表流水、ダム
地下水、受水

施設数
浄水施設 9 か所

配水池 16 池

配水能力 136,525 ㎥／日

施設利用率 43.８%

管路延長 1,115.6 km

佐賀市上下水道局 8



令和８年
熊本地震

災害支援時
の様子

佐賀市の
耐震対策

想定最大震度7に対応していない重要管路とその他の非耐震管の耐震化を優先的に進めている

水道事業について

（水管橋からの漏水） （破損した水道管）

①水道事業を取り巻く状況 （自然災害）

佐賀市上下水道局 9



基幹浄水場である神野浄水場は、稼働から５５年以上が経過し老朽化が進行してい
るので、令和１６年の稼働を目指し浄水施設の再構築の検討をすすめている。

水道事業について

佐賀市上下水道局

（ 昭和４３年 稼働時 ） （ 令和6年 現在 ）

＜神野浄水場＞

②水道事業を取り巻く状況 （施設の老朽化）
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水道事業について

給水人口
令和５年度 令和１５年度 令和２５年度 令和３５年度

給水人口 194,816 人 186,416 人 172,465 人 156,444 人

令和５年度比 △4.3％ △１１.5％ △19.7％

使用水量
令和５年度 令和１５年度 令和２５年度 令和３５年度

使用水量 19,932 千㎥ 18,523 千㎥ 17,204 千㎥ 15,689 千㎥

令和５年度比 △7.1％ △１３.7％ △２１.３％

国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計に基づき試
算した「給水人口の推移」では、人口減少に伴い給水人口も
減少していく見込み。

今後は給水人口の減少に伴い水道使用量は減少していく見
込み。

佐賀市上下水道局

③水道事業を取り巻く状況 （人口減少）
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水道事業について

 給水人口・使用水量ともに減少

給水人口・使用水量の見込み（～R56年度までの50年間）
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使用水量 給水人口（単位：千㎥） （単位：人）

５０年後
△37.9％

５０年後
△38.1％
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水道事業について

主な取組

〇管路耐震化３０年プラン（L2耐震化）

〇老朽管７０年プラン（更新時期のサイクル化）

〇浄水施設の大規模更新の検討

重要管路とその他の非耐震管を３０年以内にL2（想定最大震度7）耐震管へ更新する。

管路の老朽化対策として、７０年以内に実耐用年数に応じて順次更新する。

令和１６年の稼働を目指し浄水施設の再構築の検討をすすめている。

佐賀市上下水道局
 L１地震動：施設が日常的に経験する可能性のある中程度の地震の揺れ
 L２地震動：非常に強い地震（大地震）を想定した揺れで、施設の安全性が本格的に試されるレベル 13



２．下水道事業について

佐賀市上下水道局



エリアマップ
下水道事業について

市町村合併（平成17年・平成19
年）を経た平成21年度に、それま
で旧市町村ごとに定めていた汚水
処理整備構想を見直し、市全体と
して統一した整備構想（エリアマッ
プ）を策定した。

農業集落排水施設

特定環境保全公共下水道

合併処理浄化槽

コミュニティプラント等

特定公共下水道

公共下水道（狭義）

公共下水道（広義）

流域下水道

都市下水路

下水道法上
の下水道

下水道類似
施設

下水道

佐賀市が実施している事業

佐賀市上下水道局 14



普及状況

下水道事業について

行政区域内人口 224,390人

処理区域内人口 208,220人

水洗化人口 192,557人

普及世帯数 85,270戸

水洗化世帯 79,827戸

世帯水洗化率 93.6％

（令和7年度決算値）

佐賀市上下水道局 15



施 設
下水道事業について

処理場設置数 19か所

汚水処理能力 76,456㎥／日

ポンプ場設置数 8か所

管路延長 1,294Km

市営浄化槽 4,478基

（令和7年度決算値）

（下水浄化センター）

T
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＜ストックマネジメント事業＞

下水処理を持続的に管理運営するために、施設の点検・調査を実施し、改築を進めている。

施設

処理場・ポンプ場の機械・電気設備の点検調査及び更新

管路

管路の点検調査、管路更生、マンホール蓋更新、マンホールの更生など

（管渠更生前） （管渠更生後）

下水道事業について

①下水道事業を取り巻く状況（施設の老朽化）

（硫化水素による腐食で鉄筋が見えている）

佐賀市上下水道局

（劣化した管渠を内側から更生）

（搬送コンベア） （終沈汚泥搔寄機等）（電気設備）
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（管路内を走行し調査）

発見 対策

（自走式カメラ）



能登半島
地震

災害支援時
の様子

佐賀市の
耐震対策

 地震対策事業（平成９年以前の施設が対象）
管路：管路更生、マンホール浮上防止、管口の可とう化

（浮上防止対策） （管口の可とう化）（マンホールの浮上）

下水道事業について

（マンホールの浮上） （マンホールと管路の浮上）

佐賀市上下水道局

②下水道事業を取り巻く状況（自然災害）
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下水道事業について

水洗化人口

令和５年度 令和１５年度 令和２５年度 令和３５年度

水洗化人口 180,881人 171,905人 157,543人 141,650人

令和５年度比 △5.0％ △12.9％ △21.7％

使用水量
令和５年度 令和１５年度 令和２５年度 令和３５年度

使用水量 18,637 千㎥ 17,700 千㎥ 16,294 千㎥ 14,730 千㎥

令和５年度比 △5.0％ △12.6％ △21.0％

国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計に

基づき試算した「水洗化人口の推移」では、人口減少
に伴い水洗化人口も減少していく見込み。

今後は水洗化人口の減少や水道使用量の減少に

伴い下水道使用量も減少していく見込み。

（浄化槽水洗化人口除く）

佐賀市上下水道局

③下水道事業を取り巻く状況 （人口減少）
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下水道事業について

水洗化人口・使用水量の見込み（～R56年度までの50年間）

 水洗化人口・使用水量ともに減少
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使用水量 水洗化人口（単位：千㎥） （単位：人）

５０年後
△40.4％

５０年後
△39.0％
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下水道事業について

主な取組

〇ストックマネジメント計画による老朽化対策

〇公共下水道圧送管の強靭化

〇公共下水道総合地震対策事業

〇公共下水道雨水整備事業

リスク評価を踏まえた中長期的な施設の改築等を計画的・効率的に実施している。

下水道管の更生やマンホールの浮上防止、施設の壁の増し打ちなど耐震対策工事
を実施している。

重要圧送管の破損時の対策として管渠の二条化を実施している。

佐賀市排水対策基本計画に基づいた管渠やポンプ施設などの整備を実施している。

佐賀市上下水道局 21



３．工業用水道事業について

佐賀市上下水道局



富士町工業用水道

工業用水道事業について

本市の工業用水道事業は、「富
士町南部工場団地」の誘致企業
に工業用水道を供給するために
設置し、昭和60年8月に供給を
開始している。

また、平成27年4月には、より
効率的な工業用水道施設の維持
管理や会計処理、災害などの緊
急時におけるより迅速な対応を
可能とするため、市長事務部局
から上下水道局へ事業移管を
行っている。

佐賀市上下水道局 22



給 水

工業用水道事業について

給水先事業所 ３ 社

契約水量 420.8 ㎥／日

一日平均給水量 153 ㎥／日

施 設
水 源 地下水

浄水場設置数 １か所

配水池設置数 １か所

配水能力 1,000 ㎥／日

管路延長 1,445ⅿ

（浄水場）

（配水池）

（令和7年度決算値）

佐賀市上下水道局 23



工業用水道事業について

 水道料金収入は、契約水量により一定

水道料金収入等の見込み（～R56年度までの50年間）
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工業用水道事業について

主な取組

〇施設維持管理及び更新

佐賀市上下水道局

施設の稼働（昭和60年8月）から長期間が経過していることから、設備
の点検・整備に努め、施設の延命化を基本としながら計画的な更新工事
に取り組んでいる。
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